
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護技術を支える要素 

   １．環境調整技術 

２．食事援助技術 

３．排泄援助技術 

４．活動・休息援助技術 

５．清潔・衣生活援助技術 

６．呼吸・循環を整える技術 

７．創傷管理技術 

８．与薬の技術 

９．救命救急処置技術 

１０．症状・生体機能管理技

術 

１１．苦痛の緩和・安楽確保

の技術 

１２．感染防止の技術 

１３．安全確保の技術 

 
 

Ⅱ技術的側面 
 Ⅰ看護職員として必要な 

基本姿勢と態度 
１． 看護職員としての自覚と 
責任ある行動 

２． 患者の理解と患者・家族 
と良好な人間関係の確立 

３． 組織における役割・心構え
の理解と適切な行動 

４． 生涯にわたる主体的な 
自己学習の継続 

１ 医療安全の確保 
① 安全確保対策の適用の判断

と実施 
② 事故防止に向けた、チーム

医療に必要なコミュニケーシ
ョン 

③ 適切な感染管理に基づいた
感染防止 

２ 患者及び家族への説明と助
言 
① 看護ケアに関する患者への

十分な説明と患者の選択を
支援するための働きかけ 

②家族への配慮や助言 
３ 的確な看護判断と適切な看

護技術の提供 
①科学的根拠（知識）と観察に
基づいた看護技術の必要性
の判断 

②看護技術の正確な方法の熟
知と実施によるリスクの予測 

③患者の特性や状況に応じた
看護技術の選択と応用 

④患者にとって安楽な方法で
の看護技術の実施 

⑤看護計画の立案と実施した

 

臨床実践能力の構造

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
  
  
   

Ⅱ技術的側面 
 Ⅰ看護師として必要な 

基本姿勢と態度 
１．環境調整技術 

２．食事援助技術 

３．排泄援助技術 

４．活動・休息援助技術 

５．清潔・衣生活援助技術 

６．呼吸・循環を整える技術 

７．創傷管理技術 

８．与薬の技術 

９．救命救急処置技術 

１０．症状・生体機能管理技

術 

１１．苦痛の緩和・安楽確保

の技術 

１２．感染防止の技術 

１３．安全確保の技術 

 
 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲは、それぞれ独立したものではなく、患者への看護ケアを通して統合されるべきものである。

Ⅲ 管理的側面

１．安全管理
２．情報管理
３．業務管理
４．薬剤等の管理
５．災害・防災管理
６．物品管理
７．コスト管理

資料４

新人看護職員看護師基礎教育

看護師基礎教育と新人看護職員研修の到達目標比較

Ⅲ 管理的側面

看護技術を支える要素 看護技術を支える要素
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